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令和７年度第１回健康づくり審議会議事録 

 

１ 開催日時 令和７年８月５日（火）午後１時３０分から午後２時３０分まで 

２ 開催場所 豊山町保健センター２階研修室 

３ 出席者 

（１）委員８名 

会長 井上愛子、杉山敬、森清人、有川かがり、秋田尚巳、夏山杏子、平松民子、   

新美克己 

（２）事務局４名 

生活福祉部長 井上武、保健センター所長 牧聡子、保健予防グループ長 太田あ 

ゆみ、保健予防グループ保健師主任 加藤友香理、 

（３）傍聴者なし 

４ 議題 

（１）令和６年度事業実績について 

（２）第３次とよやま健康づくり 21 計画の取組について 

（３）その他 

 

５ 議事内容 

発言者 発言内容 

所長 ただ今より、令和７年度第１回健康づくり審議会を開会いたします。私は、事務局

を担当しております保健センター所長の牧です。よろしくお願いいたします。 

所長 はじめに、委員の変更がありましたのでご紹介させていただきます。中学校ＰＴ

Ａ代表 夏山杏子様、小学校 PTA 代表 平松民子様が令和７年度より委員となられ

ました。委嘱状が机の上に置いてありますのでご確認ください。任期は令和８年７

月２０日までとなっておりますのでよろしくお願いいたします。今年度の健康づく

り審議会の委員については、本日お配りした「健康づくり審議会委員名簿」をもっ

て紹介に代えさせていただきます。 

続いて、審議会等の議事録についてお話をさせていただきます。 

町では、情報公開の一環として、町民の皆様に委員として参加していただく審議

会や委員会等の議事録を町のホームページに掲載することになっております。本会

もその対象になり、どのような論議がされたか要旨を抜粋して、議事録をホームペ

ージに掲載させていただきますので、ご了承いただきたいと思います。また、議事

録の内容につきましては、委員の確認が必要となります。後ほど、会長から議事録

署名委員が指名されますので、指名されました委員２名の方と会長の合わせて３名

の方でご確認していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

所長 それではここで、井上会長よりご挨拶をいただきたいと思います。会長よろしくお

願いいたします。 

会長 今年度は、昨年度策定した第３次とよやま健康づくり 21 計画の１年目に当たりま

す。計画の基本理念である「すべての町民が健やかで心豊かに生活できる持続可能
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な社会の実現」に向けて、保健センターの取組や成果を踏まえ、今後の取組を一緒

に考えていく場となればと思っていますので、積極的な発言をよろしくお願いしま

す。 

所長 ありがとうございます。次に、本日の審議会の配布資料の確認をさせていただきま

す。事前にお配りしました資料として、「資料１ 令和６年度保健事業実績」「資料

２ 第３次とよやま健康づくり 21 計画の取組」です。  

本日配布した資料は「第１回健康づくり審議会次第」１枚、「健康づくり審議会

委員名簿」１枚、「第３次とよやま健康づくり 21 計画概要版」１部、「豊山健康マ

イレージチャレンジシート」１枚、「親子でチャレンジシート」１枚の５種類です。 

不足がありましたら、お申し出ください。 

それでは、これからの審議会の進行については、井上会長にお願いします。 

会長 それでは、ただ今から議事の進行をさせていただきます。はじめに先程説明のあっ

た会議録署名委員の指名ですが、夏山委員と 新美委員を指名いたします。 

会長  それでは、議題（１）の令和６年度保健事業実績について説明をお願いします。 

事務局   資料１について説明   

会長  説明が終わりました。ご質問がございましたら、賜りたいと思います。 

委員  町では乳がん検診について 30 歳から 39 歳の方に対しては超音波、40 歳以上の方

に対してはマンモグラフィを行っていますが、種類が違うのはどうしてですか。 

事務局 

 

 30 歳から 39 歳の女性は乳腺が発達している関係でマンモグラフィによるがん検

診が適していないとされおり、40 歳以上の方に対してはマンモグラフィが推奨され

ています。 

委員 マンモグラフィの検査で要精密検査になって、病院に行くと結局超音波検査を行う

ので、40 歳以上の方にも超音波検査を行ってもらえると良いかと思います。 

事務局  国のガイドラインに沿って 40 歳以上の方にはマンモグラフィの検査を実施させ

ていただいています。 

委員 がん検診についてですが、ワンコインになるまではどのように実施していたのです

か。 

事務局 令和６年度からワンコインとなった検診は胃がん検診（Ｘ線）、乳がん検診（マン

モグラフィ）、子宮がん検診の三種類ですが、胃がん検診（Ｘ線）は 600 円、乳が

ん検診（マンモグラフィ）は 1,200 円、子宮がん検診は頸部が 1,300 円、体部が 800

円でした。 

委員 がん検診の受診率が低いように思いますが、豊山町として受診率の向上のための策

略はありますか。 

事務局 受診率の向上に向けては、検診料の見直しとしてワンコイン事業の実施、町公式ラ

イン等ＳＮＳでの周知に取組んでいます。また、女性のがん検診については、お子

様がいる方でも受診しやすいように託児の実施を行うなど受診しやすい環境づく

りに取り組んでいます。また、３歳児健診など母子保健事業の対象者に向けた受診

勧奨も実施しています。 

委員 がん検診の受診率についてですが、職場などで受診される方も多いと思いますが、
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対象年齢のすべての人口を対象者としていますか。 

事務局 対象年齢のすべての人口を対象者として受診率を計算しています。ご指摘いただい

た通り職場等で受診される方の情報は集計していないため、実際にはもっと多くの

方が受診していると考えています。 

委員 がん検診について、精密検査の受診率を向上させるためにどのような取り組みを行

っていますか。 

事務局 集団健診で要精密検査となった方全員に対して、保健師による受診勧奨を行ってい

ます。要精密検査と判定されてから一定期間たっても精密検査を受診されていない

方には、再度電話などで受診勧奨を実施しています。また、大腸がんについては、

特に精密検査の受診率が低いため、今年度から健診結果と一緒に精密検査受診勧奨

のパンフレットを同封しています。 

会長  他に質問がないようですので、議題１については以上とさせていただきます。 

 それでは、議題（２）第３次とよやま健康づくり 21 計画の取組について説明を

お願いします。 

事務局    資料２について説明    

会長 説明が終わりました。 ご質問がございましたら、賜りたいと思います。 

委員 特定健診の受診率の向上を妨げている要因についてどのように考えていますか。 

事務局 町の特定健診は町国民健康保険の方を対象に実施していますが、中には勤め先で健

診を受けられているケースもあると考えています。そのような方の結果を町が把握

することで特定健診の受診率の向上につながると思いますので、今後の課題である

と考えています。 

委員 町内の企業の方が昼休みにランニングをされているのを見ます。その方々の運動の

効果について、きっと企業の方も把握していると思いますので、町民の方を対象に

運動の効果を発表してもらうと良いのではないでしょうか。 

事務局 ご意見ありがとうございます。企業の方と健康づくりについて協議する場として保

健所が主催する地域職域連携推進協議会があります。そのような場で情報共有をし

て取り組みを参考にしていきたいと思います。 

委員 保健所の立場から失礼します。健康づくりの推進に向けては、職域の分野で健康づ

くりを底上げしていくことが重要であると言われています。一つの市町村だけで取

り組むことは難しいため、保健所が地域職域推進協議会を持ち、各市町や企業の保

健師など作業部会の方に参画していただいて広域で取り組みを進めております。 

また、特定健診の受診率が低いことについては、どこの市町村も同じ悩みを持って

います。昨年度、協議会で特定健診の受診率を向上させるための取り組みとして、

受診勧奨の動画を作成し、保健所のホームページにアップしておりますので、参考

にしていただけたらと思います。 

委員 健康づくり計画についてですが、０歳から高齢者にわたって幅広く健康づくりを支

援していくということで、保健行政の方がよく考えて策定していただいていると思

います。私も町民の 1人として、応援して協力していきたいと考えています。12 年

間という長期的な目標ですが単年度の目標値は設定していますか。 
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事務局 12 年間の長い長期の目標になるので、６年後の中間評価の時点ではどこを目指して

いくかという目標を設定していますが、単年度の目標については定めている項目と

定めていない項目があります。 

委員 計画の推進に向けて、新しい取り組みなど本当に考えているなと感心しています

が、保健センターだけで関われる対象者には限りがあると思います。学校教育や高

齢、福祉課など様々な部署で健康づくりの取り組みに参画していただいて、全庁的

に計画を推進していけると良いと思います。 

委員 子どもの飲酒・喫煙についての取組についてですが、例えば中学生の飲酒・喫煙が

あった場合は保健センターが把握していますか。また、学校と連携しての飲酒・喫

煙防止対策については具体的にどのように取り組んでいく予定ですか。 

事務局 中学生の飲酒・喫煙については保健センターがケースごとに把握しているというこ

とはありませんが、第３次健康づくり計画の策定にあたり実施した生活習慣実態調

査でアンケートをとっております。また、学校との連携については小中学生を対象

とした飲酒や喫煙防止の健康教育が実施できたらと思っていますが、学校のカリキ

ュラムもあり事前に調整していく必要があると考えています。 

委員 夏休み前や受験を控えた中学３年生に対してなどぜひやってもらいたいと思いま

す。 

会長 他にご意見はありませんでしょうか。それでは、次に議題（３）その他について事

務局からお願いします。 

所長 健康づくり審議会の委員の任期は令和８年７月までとなっております。今年度の審

議会は、２回を予定しています。次回の審議会については令和８年２月から３月頃

の開催を予定しています。日程等は決まり次第お知らせいたしますのでよろしくお

願いいたします。 

また、今回の審議会の報酬は振込ませていただきます。１か月以内に振り込まれ

ますのでよろしくお願いいたします。 

以上です。 

会長 委員の皆さんからは何かございますか。 

なければ、これをもちまして、令和７年度第１回健康づくり審議会を終了します。

ご協力ありがとうございました。 

所長 井上会長ありがとうございました。 

 委員の皆様におかれましては、長時間の審議をありがとうございました。 

 それでは、これで本日の審議会を終了します。 

 本日は、お疲れ様でした。 

 

６ その他 

上記のとおり、令和７年度第１回豊山町健康づくり審議会の議事の経過及びその結果を

明確にするためにこの議事録を作成し、会長及び出席者２人が署名する。 
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令和７年８月１２日 

  

                           会 長 井上 愛子                            

 

                              

署名人 夏山 杏子 

 

 

                           署名人 新美 克己 


